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脚
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地
事
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業
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課
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閃
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の
研
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理
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三
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論
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大
正
十
五
年
三
月
後
行

論

議

「
大
草
」
ド
見
口
れ
に
る
経
済
思
想

大
事
及
ぴ
中
府
は
一
冗
来
雄
記
の
中
の
二
つ
の
篇
Z
L
て
存
し
た
る
を
、
宋
の
朱
官
震
が
大
事
章
旬
、
中
庸
章
句
、

論
語
集
註
、
孟
子
集
謎
を
著
は
す
仁
誌
ひ

τ、
始
め
て
此
問
者
を
綿
稀
L
て
四
書
E
縛
し
た
b
o
孔
孟
の
品
棋
の
異

髄
を
窺
ム
に
は
先
づ
此
四
書
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
宇
。
而
し
て
本
論
文
に
於
て
は
大
事
一
書
に
就
て
其
包
容
す
る

所
の
緩
漉
思
却
を
考
察
す
る
所
ゐ
ら
む
さ
欲
す
。

大
事
の
書
は
程
子
之
を
以
て
孔
氏

ω遺
書
に
し
て
初
皐
徳
に
入
る
の
門
な
b

E
怨
す
。
朱
子
は
其
意
を
承
け
、

之
が
字
句
(
認
)
を
作
h
、
本
文
を
経
正
侍
正
に
分
も
、
経
の
一
章
は
蓋
し
孔
子
の
言
に
L
て
曾
子
之
を
遁
寸

議

論

「
大
串
」
に
且
は
払
た
る
紐
蹄
思
想

第
二
十
二
巷

(
第
三
披

) 

J、



論

諜

「
大
事
」
に
昆
は
和
た
る
組
済
思
想

都
ニ
+
ニ
巻

(
節
三
掛

= 
J、

停
の
十
章
は
曾
子
の
意
に
し
て
門
人
之
を
記
す
ご
思
考
せ
h
o
且
朱
子
は
機
記
一
助
載
の
大
島
干
奮
本
を
以
て
、

頗
る

錯
簡
ゐ
h
Z
潟
し
、
程
子
の
定
む
る
所
に
従
ひ
一
見
に
其
調
は
ゆ
る
経
文
を
考
へ

τ、
奮
本
の
文
の
序
次
を
移
H

却
し

又
は
締
足
す
る
所
あ
・
り
た
り
。

大
事
の
孔
氏
の
遺
書
た
る
貼
に
謝
し
て
は
卒
者
聞
に
異
設
な
き
が
如
し
吉
雄
も
、

初
皐
入
徳
の
門
な
b

E
の
設

に
劃
し
て
は
抗
議
ゐ
b
o
日
〈
「
大
島
一
a

の
論
中
る
所
は
格
物
致
知
よ
り
誠
意
正
心
術
身
務
家
治
闘
卒
天
下
に
至
b
、

畢
寛
道
徳
政
治
相
闘
ゆ
理
を
明
か
に
し
、
君
子
卸
も
在
上
者
の
道
を
設
〈
者
に
し
て
、
決
し
て
初
皐
徳
に
入
る
の

階
梯
阿
戸
に
あ
ら
す
Z
」
0

(

器
時
一
信
)
叉
ι晶
子
が
経
仰
を
分
ち
、
宮
本
を
以
て
錯
簡
脱
文
あ
h
Z
な
し
、
移
易

補
足
し
た
る
に
針
し
て
は
有
力
な
る
反
針
ゐ
9
0
安
井
島
軒
の
如
き
は
英
一
人
に
し
て
、
日
〈
「
今
詳
h
r

に
金
篇

を萌闘
h
U

に
並
び
て
闘
諜
な
し
。
但
古
文
簡
具
、
時
ご
し
て
文
意
相
績
か
ぎ
る
如
き
者
あ
れ
ど
も
、
其
意
は
濁
b
至

る
o

乃
も
古
文
の
妙
蕗
・
錯
簡
誕
股
あ
る
に
非
A

ど」」
υ

(

雄
一
計
一
酬
藩
)

余
案
ず
る
に
科
子
が
初
事
入
徳
の
門
ご
日
へ
る
は
必
宇
し
も
非
ご
す
ぺ
か
ら
宇
o

何

Z
な
れ
ば
朱
子
の
大
串
章

句
の
序
文
及
び
大
事
或
問
に
通
ぶ
る
如
〈
、
大
皐
は
天
子
の
一
克
子
衆
子
よ
り
公
卿
大
夫
元
土
の
池
子
ご
凡
民
の
俊

ま
で
脅
小
事
に
入
h
て
漉
掃
勝
調
進
退
の
節
・
棟
梁
射
御
虫
百
数
の
文
を
亭
ぷ
は
古
の
制
な
b
。
此
種
の
小
事
は
未

秀
吉
が
年
齢
十
有
五
に
及
び

τ皆
入
h
て
数
を
受
〈
る
所
に
し
て
、
程
子
の
詞
ゆ
る
初
撃
は
初
め
て
大
事
に
入
る

者
全
指
し
初
め
て
小
間
中
に
入
る
者
を
指
す
に
非
字
。
人
生
れ
て

λ
歳
に
し
て
王
乱
世
よ
b
以
下
康
人
の
子
弟
に
至
る

? 

J 



知
至
而
后
意
誠
。
意
誠
而
后
心
正
。
心
正
而
后
身
術
。
身
締
而
a
気
持
。
家
臨
四
而
后
風
柏
市
。
図
治
而
后
天
下
手
。

白
色
天
子
-
以
至
恥
人
』
O

査

E
V
H以
ν
備
砂
身
魚
μ

本
。
其
本
乱
。

而
末
約
者
否
夫
。
其
所
ν
厚
者
薄
。

而
某
所
為
附
者

r以
て
入
徳
の
阿
正
解
す
る
に
足
ら

F
る
は
闘
よ
b
論
な

L
。

息
軒
り
設
は
余
の
意
を
獲
た
・
9
0
蓋
L
朱
子
は
古
文
を
品
開
h
に
系
統
的

(
U
3
5
E止
の
)
に
分
析
す
る
の
弊
に
陥

h
τ
白
か
ら
如

ιdさ
る
者
の
如
し
。
大
事
の
篇
首
に
臼
(

大
間
学
之
道
。
在
b

岡
山
畠
明
徳
-
。
在
勤
T
民
。
↑

FE止
-
於
至
善
-
。
如
1
L而
后
有
L
A
o

定
而
后
能
静
。
前
而
后
能
安
。

安
而
后
能
慮
。
慮
而
后
能
得
。
物
干
付
a
本
末
-o

事
有
-
d

将
始
-o

如
b

所
=
先
後
九
則
近
b

借
地
失
。
古
之
欲
ν

明
昌
明
徳
於

天
下
】
者
。
先
給
量
(
同
日
。
欲
v
品
旧
日
立
(
凶
日
者
。
先
属
国
其
家
】
O

欲
ν
前
哨
a
沈
(
家
』
者
。
先
締
昌
英
身
-
。
欲
砂
府
間
昌
英
身
】
者
。
先

正
主
心
】
O

欲

La其
心
-
者
。
先
誠
司
其
意
。
欲
誠

a共
事
品
目
者
。
先
致
主
知
O
L
K
一
一
知
在
私
物
ν

。
物
椅
一
向
后
知
至
。

厚
o

未
昌
之
J

伺
-
也
。
此
謂

L
P本
。
此
詞
昌
知
之
至

-a。

上
掲
の
文
、
最
終
の
ニ
勾
を
除
き
て
、
朱
子
の
以
て
孔
子
の
一
言
に
し

τ曾
J
T
の
逃
べ
た
る
も
の
Z
錫
す
所
ろ
、

。
。
。

調
ゆ
る
経
一
章
は
赴
な
り
。
且
未
子
は
上
掲
最
終
の
二
-
一
旬
に
就
て
は
「
此
謂
如
本
し
を
術
文
正
な
し
、
「
此
調
知
之

。。

至
畠
」
を
下
方
に
移
L
其
調
ゆ
る
悔
の
五
章
の
結
話
芭
思
考
し
、
此
句
の
上
に
別
に
関
文
あ

h
ピ
判
断

L
、
立
(
関

文
は
蓋
L
締
物
致
知
の
義
を
解
き
た
る
も
の
な
ら
む
ど
て
、
税
子
の
意
h
T
取ムリ

τ補
足

L
た
る
所
の
文
あ
b
o
此

他
牛
晶
子
の
一
筆
文
を
移
日
却
し
た
る
所
少
か
ら
宇
。
是
れ
皆
息
軒
の
反
駁
す
る
所
な
ム
リ
0

論

叢

「
大
畢
」
に
見
位
れ
た
る
組
曲
問
思
想

第
二
十
一
一
を
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論

叢

「
大
串
」
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想

第
二
十
一
一
巻

(
第
三
雄

回
) 

入
回

上
掲
「
大
卒
之
道
。
在
ν
開
明
『
明
徳
司
。
在
ν
親
ν
氏
。
在
b

止
-
於
至
善
】
」
の
敷
句
は
、
大
半
の
三
綱
領
己
稀
せ
ら
れ
、
而

し
て
程
子
は
親
民
り
ず
は
常
に
炉
に
作
る
べ
し
ご
言
ひ
、
朱
千
は
之
に
従
へ
b
・2
0

蓋
し
朱
子
は
三
綱
傾
及
び
畑
本

末、

U
V柑
物
致
知
、
均
一
誠
意
、
川
正
心
・
…
~
怖
身
宣
車
、
山
弁
家
的
凶
、
け
治
問
幽
一
中
天
下
の
十
項
を
規
則
正
し
〈

系
統
制
に
序
列
せ
ん
い
一
試
み
、
引
の
錦
に
経
文
ケ
移
易
L
て
、
空
間
ゆ
る
経
一
章

ω次
仁
侍
十
字
ぜ
掲
げ
た
る
な

h
o
余
一
炉
血
晶
子
を
以
て
伶
h
に
系
統
的
に
古
文
を
分
析
す
る
の
弊
に
陥
れ
る
者
ピ
思
考
ず
る
は
卸
ち
此
事
を
指

し
、
而
し
て
安
井
忠
軒
の
古
文
簡
奥
・
時
ご
し
て
文
章
相
統
一
p
y
る
如
き
者
あ
れ
ど
も
、
北
(
意
は
濁
り
至
る
ご
の

評
言
は
余
の
賛
嘆
姉
〈
能
は
引
き
る
所
な
h
o

程
朱
二
子
が
親
民
を
新
民
己
改
め
・
而
し
て
米
子
が
其
請
ゆ
る
捕
閣
の
二
章
、
新
v
民
を
蒋
〈
ご
し

τ左
記
の
敷
節

『
博
智
錐
J
o

を
掲
内
、
る
も
の
は
、
明
の
玉
陽
明
夙
に
其
不
可
を
指
摘
せ
h
，
F
串
世
間
」

康湯
諮之
日盤
。銘
11';日

霊4
o ~ 

新。
日
日
新

叉
日
新。

詩
目
。
周
雄
醤
邦
o
其
命
維
新
。

是
故
君
子
無
ν
所
v
不
u
用
箇
其
極
-
。

朱
子

ω在
親
ロ
品
を
在
日
柳
田
両
に
舵
る
べ

L
t
思
へ
る
は
笠
早
に
加
わ
~
新
民
自
の
文
(
酬
)
あ
る
を
根
操
ご
潟
せ
る
は
蓋

し
疑
を
容
れ
十
o

王
陽
明
日
〈
『
新
民
を
慨
す
の
新
の
字
は
出
回
ら
新
に
す
る
の
民
を
指
し
、
朱
子
の
謂
ゆ
る
民
を



論

叢

「
大
事
」
に
且
回
れ
た
る
糾
掛
思
想

第
二
十
二
巻

'j 

観

五
) 

三
入
五

新
に
す
る
仁
在
b
の
新
ピ
同
じ
か
ら
十
」
Z
o
且
夫
れ
前
掲
相
聞
の
盤
銘
の
日
新
の
語
は
人
君
が
日
々
自
己
を
省
察

し

τ其
徳
を
新
に
す
る
の
意
、
叉
詩
の
共
命
維
新
の
語
は
周
文
王
の
天
命
を
受
け
民
心
を
得
た
る
を
嘆
美
せ
る
の

僻
に
し
て
、
共
に
新
民
を
作
す

ω義
正
油
会
せ

5
る
も
の
な
り
o

之
に
反
し
て
親
民
却
も
民
を
仁
愛
す
る
ピ
い
ふ

事
は
郎
も
治
闘
m
T
天
下
の
要
議
に
し
て
、
芸
大
地
T

の
文
僻
に
見
は
る
、
も
の

一に

L
て
足
ら
十
。
臼
(
「
如
砂
保
=一

亦
子
目
」
臼
〈
「
発
舛
率
司
天
下
-
以
ト
ド
。
而
民
従
5
4
」
。
日
(
「
上
老
b

老
而
民
奥
v孝
。
上
長
b

長
而
民
興
込
用
。
上
他
ν
孤

ア
ふ
A
M

而
民
不
ν
佑
」
回
一
〈
「
民
之
所
匙
好
ν
之
。
民
之
所
ν
思
惑
足
。
此

r一
官
民
之
父
母
目
」
日
(
「
得
為
則
得
旬
。
失
染
則

失
面
」
暑
の
文
は
皆
親
民
の
義
を
稗
朋

L
た
る
も
の
な
b
o
陽
明
か
「

r
r野
ド
ピ
言
へ
ば
滋
養
の
意
を
品
否

ー

。

0

0

0

0

れ
ど
も
、
民
を
新
に
す
古
い
へ
ば
意
味
が
偏
侍
す
る
を
箆
ゆ
」
芭
言
へ
る
は
賞
れ
h

E
諦
ふ
ぺ
し
。

向
書
の
虞
書
莞
山
県
帝
莞
の
事
を
記
し
て
臼
〈
「
克
明
昌
俊
位
。
以
事
九
朴
眼
目
。
九
族
統
陸
。
卒
主

r姓
o
E姓
昭
明
。

協

和

男

。

室

町

政

町

芭

の

ま

b
o
前
掲
大
平
の
き
掛
照
す
れ
ば
、
互
に
胞
〈
意
義
を
問
明
す
る
を
待

イ
し
。
大
地
?
の
後
章
に
も
此
首
句
を
引
き
、
俊
徳
を
峻
州
国
に
作
る
。
峻
は
大
な
り
、
峻
徳
は
明
徳
に
同
じ
。
こ
れ

は
人
が
天
よ
h
受
付
た
る
心
の
本
館
に
し
て
、

朱
子
之
を
誌

L
τ
、

「
人
之
所
ν
得
a
乎
天
白
而
虚
量
不
ν
隊
。
以
共
み
m

理
-
而
雌
p
w同
事
日
者
山
也
」
ご
い
へ
hJ
。
孟
予
の
性
善
ご
い
ひ
、
良
知
良
能
己
い
ふ
者
蓋
し
之
に
同
じ
。
郎
も
人
か
高
物

の
盛
正
し

τ、
生
れ
乍
ら
に
具
ふ
る
所
の
性
能
に
し
て
・
能
〈
是
非
善
蕗
を
判
断
岬
唯
一
定
す
る
所
の
も
の
な
り
。
然

れ
Y
」
も
此
本
来
昭
明
な
る
徳
も
戒
は
気
棄
に
拘
は
苫
れ
、

或
は
人
欲
に
蔽
は
れ

τ、
時

t
L
τ
昏
き
こ

t
有
b
o



論

讃

「
大
田
早
」
に
且
は
れ
た
る
紐
済
恩
粗

第
二
十
二
巻

2詰
揖

六
) 

三
人
穴

是
れ
大
出
品
干
の
道
が
第

に
明
徳
を
明
か
に
す
べ
き
を
数
ふ
る
所
以
な
り
o
後
世

(
岬
叶
M
帥
)

働
闘
自
然
法
則
皐
者

(巴可
ω百
円
日

E
)
は
人
が
生
れ
乍
ら
に
し

τ自
然
秩
序

2
5
E
E
ロ
民
己
主
)

の
何
た
る
を
知
る
の
朋
を
具
ふ
・
」
ご

を
説
吉
、
以
錦
ら
〈
自
然
秩
序
正
は
紳
が
人
類
の
章
一
一
胸
の
錦
に
欲
し
給
ふ
所
の
秩
序
な
h
o
此
自
然
秩
序
は
本
来

明
白
な
b
o
品
仰
は
各
人
の
心
に
克
明
を
奥
へ
て
、
立
(
由
る
へ
き
道
を
照
す
を
得
せ

L
む
。
然
れ

xh比
心
の
党
明

も
朗
宇
ば
ゲ
れ
ば
一
時

L
。
故
仁
人
は
先
づ
自
然
秩
序
の
法
則
を
同
学
ょ
を
要
す
。
是
れ
致
育
が
各
人
に
必
要
に
し
て
、

そ
れ
が
図
家
職
務
中
の
重
要
位
置
を
占
む
る
所
以
な
り
さ
o
余
思
ふ
に
此
誌
は
「
大
事
之
道
在
明
明
徳
』
の
意
に
同

じ
。
彼
等
の
簡
ゆ
る
自
然
法
則
は
大
事
に
謂
ゆ
る
天
之
明
命
な
h
，
。
孔
子
が
西
紀
前
四
百
七
八
十
年
の
上
古
に
唱

へ
た
る
大
事
凶
滋
が
千
百
俄
年
後
の
近
世
に
於
て
仰
闘
の
経
済
皐
者
卸
も
自
然
法
則
卒
者
に
依
b
て
和
せ
ら
れ
た

る
の
事
質
は
、
亦
以

τ此
書
が
現
時
経
済
事
者
に
向
て
重
要
な
る
桝
究

ω目
的
物
た
る
を
暗
示
す
る
に
非
宇
や
。

明
明
徳
、
親
民
、
及
び
止
於
至
善
の
三
綱
領
は
項
を
異
に
す
れ
Y
」
も
其
意
は
互
に
相
通
宇
。
己
の
身
に
締
め
た

る
明
徳
を
以
て
下
民
に
臨
め
ば
卸
も
親
民
ピ
な

b
、
民
を
治
む
る
の
極
致
は
郎
も
至
善
に
止
ま
る
に
在
h
、
而
し

て
己
の
明
摘
帽
を
締
む
る
に
於
て
も
亦
自
ら
止
ま
る
べ
き
至
善
ゐ
る

4
L
。
故
に
大
卒
に
日
(
「
人
の
君
芭
な
h
，t

は
仁
に
止
ま
h
、
人
の
恒
吉
震
b
て
は
敬
に
止
ま

h
、
人
の
子
芭
な
り
工
は
孝
に
止
ま

h
、
人
の
父
E
な
り
て
は

議
に
止
ま

b
、
岡
人
ご
交
る
仁
は
信
仁
止
ま
る
べ
し
」

Z
o
是
れ
至
善
に
止
ま
る
の
義
を
蒋
き
て
、
且
親
民
及
び

明
明
徳

ω義
を
品
車
両
る
を
見
る
べ

L
。
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前
掲
の
如
〈
、
大
事
の
書
、
努
頭
に
三
綱
領
を
奉
げ
て
、
末
の
在
止
於
至
善
の
句
を
承
け
て
『
知
止
而
后
有
定
、

定
而
后
能
静
。
静
而
后
能
安
。
安
而
后
能
慮
。
慮
而
后
能
得
」
ご
文
章
を
展
開
L

至
善
郎
も
止
ま
る
べ
き
虞
に

止
ま
る
の
順
序
及
び
数
岡
市
を
抽
象
的
に
解
説
L
、
而
る
後
之
を
結
ぶ
に
「
物
有
昌
本
末
、
事
有
一
-
終
始
、
知
b

所
=
先
後
『

則
返
詰
さ
の
文
を
以

τす
。
而
し
て
此
文
又
上
を
結
び

τ下
を
起
し
、
却
も
之
に
接
し

τ
「
古
之
欲
明
明
徳
於

天
下
者
。
先
治
其
図
。
欲
治
其
園
者
先
高
其
家
。
欲
脊
其
家
者
者
先
備
其
身
。
欲
情
其
身
者
先
正
共
心
。
欲
正
其

心
者
先
誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
先
鋭
某
知
」
正
厨
々
展
開
し
来
b
，、

一
頓
し
て
「
致
知
在
格
物
」

Z
結
び
、
夏
に
文

勢
を
港
時

L
「
物
格
而
后
知
歪
。
知
歪
而
意
誠
。
意
誠
而
后
心
正
。
心
正
而
后
身
情
。
修
身
而
后
家
発
。
家
掛
而

后
図
的
。
岡
治
而
后
天
下
一
中
』
ピ
叉
府
々
牧
東
L
来
る
。
行
文
雄
偉
に
し
て
一
進
一
退
恰
も
湖
の
如
き
も
の
あ
b
。

ア
ラ

A

而

L
て
終
・
9
に
「
自
国
天
子
-
以
至
福
於
牒
人
旬
。
安
局
是
ν
皆
以
v
術
ν
身
骨
伊
本
。
其
本
乱
而
末
泊
者
否
実
。
業
所
ヤ
揮
者
薄
而

共
所
L

務
者
厚
。
未
昂
之
有
-
由
也
』
の
掠
尾
の
敷
譜
を
以

τす
。
此
文
を
熟
請
す
れ
ば
本
始
た
る
べ
き
事
物
己
終
末
た
る

ぺ
主
事
物
の
何
た
る
か
は
朋
'q
白
な
な
b
o
本
始
は
先
に
す
べ
き
事
物
に
し
て
、
終
末
に
後
に
す
ぺ
き
事
物
な

b
o
天
子
よ
h
廊
人
に
至
る
ま
で
査
に
R
E
れ
修
身
を
以
て
本
E
錯
す
己
の
譜
は
一
は
以
て
大
事
の
道
は
一
一
営
ド
天
子

Z
な
る
ぺ
き
人
郎
も
天
子
の
一
冗
子
の
準
公
可
き
も
の
な
る
の
み
な
ら
す
、
康
人
の
子
弟
の
俊
秀
に
し
て
選
ば
れ
て

大
牟
に
入
る
者
の
皆
備
U
べ
事
道
な
る
を
明
か
す
。
二
は
大
卒
の
道
は
締
身
を
以
て
本
ご
匁
し
、
治
闘
卒
天
下
を

以
て
末
ピ
な
す
こ
正
を
正
に

1
0
而
し
て
此
締
身
の
請
の
内
に

E
心
誠
意
致
知
格
物
の
諸
工
夫
を
粂
ぬ
ご
知
る
べ
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三

λ
λ

・

し
。
放
に
挺
に
細
説
す
れ
ば
格
物
は
始
に
し
て
惰
身
は
絡
な

b
。
傍
身
よ
b
更
に
進
め
ば
、
備
身
は
始
め
に
し

τ

治
国
卒
天
下
は
絡
な
b
。
物
ご
い
ひ
事
正
い
ひ
、
本
末
ピ
い
ひ
終
始
ご
い
ふ
は
文
を
瓦
に
じ
て
意
を
明
か
に
す
、

始
よ
り
ニ
義
ゐ
る
に
は
非
十
。
思
ふ
に
格
物
致
治
よ
h
治
随
一
中
天
下
に
至
る
の
各
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
止
品
切
へ
き
の

至
善
ゐ
る
ぺ
し
。
卒
易
に
言
へ
ば
至
善
に
止
ま
る
芭
き
は
由
来
得
る
丈
善
、
き
貼
を
越
び
て
之
に
居
る
の
意
な
b
o

0

0

0

0

0

0

 

至
善
に
止
ま
る
錯
め
に
は
先
づ
至
善
の
何
た
る
を
知
る
を
要
す
。
放
に
知
止
は
本
な

h
始
な
h
o
定
静
安
慮
の
序

。。

を
極
て
慮
耐
後
能
待
仁
至
る
是
れ
末
な
h
終
な
h
o
朱
註
じ
「
知
止
を
始
ご
柏
崎
す
能
得
を
終
正
錯
す
』
ご
あ
る
は
是

0

0

0

0

 

な
b
o
然
れ
ど
も
「
明
徳
を
本
正
な
す
、
新
民
を
末
ピ
な
す
』
ご
あ
る
は
恐
ら

f
は
是
な
ら
A
Y
。
何
芭
な
れ
ば
明
徳

を
明
か
に
す
る
は
備
身
全
本
正
な
し
‘
天
下
を
卒
炉
す
る
に
終
る
は
、
下
文
を
読
め
ば
明
か
な
れ
ば
な
h
。
蓋
し

明
徳
聖
天
下
に
明
か
に
す
る
は
是
れ
親
民
の
最
も
大
な
る
も
の
に
し
て
而
か
も
終
末
な
h
。
腕
に
前
掲
せ
る
如
〈

術
書
莞
典
の
文
中
の
「
克
明
昌
俊
徳
M
O

以
親
=
九
族
同
O

九
族
飯
陸
。
卒
=
章
百
姓
-o

百
姓
昭
明
。
協
和
高
邦
。
認
民
於

品
哩
時
務
」
を
見
れ
ば
俊
徳
を
明
か
に
す
る
は
九
族
を
親
む
よ
h
始
ま
b
τ
高
邦
を
協
和
す
る
に
抽
枯
れ
b
o
高
邦
を

協
和
す
正
は
大
卒
の
蓄
に
謁
ゆ
る
明
徳
を
天
下
仁
明
に
す
る
な
・
9
0
九
放
を
親
む
は
是
れ
貌
民
の
始
な
b
o
高
邦

を
協
和
す
る
は
是
れ
剥
民
の
絡
な
b
o
果
し
て
然
ら
ば
明
明
徳
に
も
終
始
あ
り
、
親
民
に
も
本
木
あ
る
は
明
瞭
な

b
o
朱
子
が
明
徳
を
本
ご
な
し
・
新
民
を
末
正
な
す
の
読
の
未
だ
完
か
ら
ぎ
る
の
理
以
て
昆
る
べ
き
な
h
o

l細川

致
b

知
在
私
一
物
ゐ
義
に
就
て
は
古
来
酎
申
設
多
岐
な
h
o
郷
玄
は
臼
〈
「
格
は
来
な
h
、
物
は
猶
は
事
の
ご
正
し
、
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一-一
λ
丸

其
知
る
こ
ご
善
に
於
て
深
り
れ
ば
則
ち
善
物
を
来

L
、
共
知
る
こ
と
思
に
於
て
深
り
れ
ば
則
も
悪
物
を
来
す
、
事

か
人
の
好
む
所
に
線
h
τ
来
る
を
言
ふ
な
ふ
り
」

Z
o
此
設
に
従
へ
ば
本
文
を
輔
倒
し
て
格
物
在
致
知
E
錯
す
べ
量

が
如

L
o
朱
子
は
「
致
は
推
し
梅
U
畠。
h

却
は
軸
仰
は
識
の
ご
ご
し
。
格
は
至
由
唱
。
物
以
猶
ほ
事
の
如
き
也
。
致
知

ご
は
吾
の
知
識
を
推
し
極
む
る
こ
正
に
て
、
英
知
る
所
蔀

3
5
る
無
き
を
欲
す
る
品
。
格
物
芭
は
窮
め
て
事
物
の

理
に
至
る
こ
ピ
に
て
、
其
極
蕗
到
ら
ざ
る
無
き
を
欲
す
る
也
』

t
o
此
読
の
如

f
な
れ
ば
各
人
が
締
九
月
り
賞
功
を

奉
「
る
は
至
難
に
し
て
、
琵
強
大
賢
に
し

τ始
め
て
術
身
の
工
夫
の
本
始
た
る
格
物
致
知
の
犬
慨
を
仕
途
「
る
を

得
べ
・
L
o
連
人
の
殺
を
重
る
畳
新
の
如
〈
の
雛
泣
窮
屈
の
も
の
な
る
べ
り
ん
や
。
是
に
於
て
か
王
陽
明
の
設
ゐ

b
c
侍
網
目
録
傘
下
先
儒
ピ
題
す
る
章
に
情
身
疋
心
誠
意
致
知
格
物
的
義
を
設
〈
こ
ど
詳
明
な
ム
リ
0

葉
大
意
に
一
宮
ふ

「
先
儒
(
同
持
)
の
旅
物
を
解
す
る
は
天
下
の
物
に
蹴
る
ご
刷
局
す
。
天
下
の
物

ω理
に
如
何
に
し
て
船
h
得
ん
や
。

且
先
儒
は
一
草
一
木
も
亦
理
あ

h
さ
鵡
へ
ど
も
・
今
如
何
に

L
て
共
班
仁
格
る
を
待
ん
や
。
山
恥
ひ
草
木
の
理
に
格

h
J
得
子
、
如
何
で
か
之
に
肉
h
て
吾
人
の
意
を
誠
仁
し
待
ん
や
。
故
に
余
は
山
慣
を
正
の
字
の
義
、
物
を
事
の
字
に

解
L
、
次
の
如
(
術
身
よ
り
桁
物
、
ま
で
の
諸
雨
明
を
説
明
す
。
大
事
の
割
問
ゆ
る

Y
は
郎
も
耳
目
日
山
野
四
肢
な
b
。
身

を
脱
帽
め
ん
ご
欲
せ
ば
、
目
は
雌
に
非
F
れ
ば
腕
る
勿
れ
、
耳
凶
臓
に
非
5
れ
ば
孤
〈
勿
れ
、
口
は
臓
に
非
F
れ
ば

言
ふ
勿
れ
、
四
肢
は
雌
に
非
古
れ
ば
動
〈
h

切
ら
ん
こ
子
炉
』
要
す
o

斯
〈
如
〈
此
身
世
修
め
ん
ピ
欲
す
る
に
方
り
身

上
に
如
何
に
功
夫
を
周
ひ
得
ぺ
き
や
。
夫
れ
心
は
身
の
主
宰
な
れ
ば
、
目
は
減
れ
ぜ
も
刷
る
所
以
の
者
は
心
な

b
。
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九
O

耳
は
聴
け
Y
」
も
瀦
〈
所
以
の
者
は
心
な
b
。
日
正
四
肢
ご
は
言
動
す
れ
ど
も
一
盲
動
す
る
所
以
の
者
は
心
な
b
o
品
臥

に
身
を
修
叫
ん
ピ
欲
せ
ば
身
の
主
宰
た
る
心
に
少
し
の
正
し
か
ら
ぎ
る
蕗
伽
鳴
き
こ
古
を
要
ず
。
四
時
心
の
本
櫨
は
至

善
な

b
o
然
れ
Y}
も
心

ω後
動
は
不
善
な
語
能
は
す
。
心
的
自
宮
動
は
郎
も
意
な
b
o
放
に
心
を
正
き
ん
E
欲
せ
ば

其
畿
動
的
蕗
に
就
て
カ
を
著
〈
る
を
要
す
。
却
も
意
を
誠
に
す
る
に
在
る
な
b
o
然
る
に
誠
意

ω
本
は
知
を
致
す

に
在
h
o
知
ヤ
致
す
正
は
人
の
本
心
に
具
ふ
る
良
心
を
繍
充
到
底
す
る
を
い
ふ
o
君
子

ω凋
h
を
恨
む
場
合
の
如

き
、
印
ち
人
は
知
ら
守
正
雄
も
、
己
れ
凋
h
，
知
る
所
の
境
地
に
於
て
、
善
ご
創
b
た
る
践
を
倣
し
、
不
善
正
知
b

た
る
所
を
倣
苫
ぬ
は
、
且
亙
れ
良
知
の
慌
充
到
底
な
h
o
致
知
な
b
o
吾
心
の
良
知
に
し
て
鵡
充
到
底
す
る
能
は
F

れ
ば
、
蕃
は
好
む
を
知
る
E
雌
も
著
貨
に
好
む
能
は
字
、
惑
は
臨
む
を
創
る
ご
雄
も
著
貨
に
惑
む
能
は
宇
。
期
の

如
〈
な
れ
ば
如
何
そ
意
の
誠
な
る
を
得
ん
や
。
故

ι剣
を
致
す
は
意
の
誠
な
る
の
本
な
h
o
然
れ
げ
と
も
知
を
致
す

タ幅広

は
決
し
て
架
空
的
に
之
を
錯
す
に
非
字
、
宜
し
C
質
事
上
に
於
て
格
す
吋
し
。
意
書
を
錯
す
に
在
ら
ば
・
其
事
上

に
就

τ善
を
錦
す
、
意
思
を
骨
岬
宇
い
る
に
在
ら
ば
、
共
事
上
に
就
て
感
を
縛
古
宇
。
惑
を
去
る
は
是
れ
正
し
か
ら

夕刊‘

ぎ
る
を
格
し
て
以
て
疋
に
蹄
す
る
な

h
o
善
を
骨
岬
せ
ば
則
ち
不
善
は
正
L
〈
な
る
。
亦
是
正
し
炉
ら
古
る
を
格
し

て
以

τ正
に
締
ず
る
な
ら
。
此
の
如
(
な
れ
は
吾
心
の
良
知
は
忍
欲
の
蔽
ふ
所
ピ
な
ら
す
し
て
共
施
を
致
す
を

得
、
而
し
て
怠
の
畿
す
る
所
善
を
好
み
起
を
去
・
り
て
誠
な
ら
A
V
E
い
ム
ニ
ピ
な
し
。
誠
意
の
工
夫
の
貨
に
手
を
下

す
慮
は
物
を
制
す
に
在
る
な
り
。
者
し
此

ω如
〈
に
物
を
船
す
ご
す
れ
ば
是
れ
人
々
の
備
し
得
る
所
に
し
て
、
古
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丸

人

ω謂
ゆ
る
人
皆
以
て
莞
舜
を
鋳
る
可
し
正
の
理
由
は
正
に
此
に
在
る
な
b
」
0

(

鮭

糊

冒

)

チ
カ

人
皆
以

τ妾
舜
ご
縛
る
べ
し
ピ
は
孟
子
に
見
ゅ
、
孟
子
は
「
道
は
迎
、
き
に
在
b
、
事
は
易
き
に
在
b'
」

己

V
ひ

「
人
の
事
ば
十

L
て
能
(
す
る
腕
の
も
の
は
某
良
能
な
・
り
、
慮
ら
す
し

τ仰
る
所
の
も
の
共
良
如
な
・
9
、
該
提
の
童

も
業
親
を
愛
す
る
を
如
ら

g
る
者
な

L
、
其
長
す
る
に
及
ん
で
や
某
兄
を
敬
す
る
を
如
ら

F
る
な

L
」正

V

へ
hJ
。

陽
明
の
格
物
致
如
の
説
、
蓋
し
之
仁
本
つ
〈
O

余
織
か
に
謂
ふ
‘
格
物
は
事
物
に
就
て
善
蕗
f
る
こ

Z
、
格
を
来

す
古
よ
む
も
正
す
ピ
よ
む
此
意
に
大
差
な
し
。
致
知

ω知
は
孟
子
の
調
ゆ
る
慮
ら
十
し
て
知
る
所
の
良
知
を
根
本

ご
す
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
事
ぴ
て
得
た
る
知
識
、
経
験
し
て
得
た
る
知
識
も
亦
知
な
・
9
。
且
知
を
致
す
ご
い
Y

へ

ば
慮
h
て
得
る
噂
』
ピ
を
意
味
す
る
は
亦
疑
を
容
れ
宇
。
凡
毛
事
物
に
大
な
る
ゐ
り
小
な
る
あ
h
o
如
何
な
る
小
事

に
も
格
物
致
如
の
工
夫
を
必
要
ご
す
ぺ

L
。
例
へ
ば
小
児
が
大
人
の
命
を
う
り

τ酒
掃
す
る
は
小
事
な
h
o
長
者

の
殺
を
聞
き
、
又
は
小
凪

Tω
書
を
諸
岡
み

τ略
ぽ
酒
輔
の
事
を
如
る
オ
ム
け
で
は
禾

r以
て
品
却
を
致
す
E

い
ふ
を
得

ゃ
'o

白
か
ら
手
桶
を
提
げ
等
木
を
持
も
賞
地
に
酒
掃
を
袋

L
、
而
か
も
某
出
来
得
る
限
h

善
〈
酒
捕
し
得
て
、
始

め
て
油
一
掃
の
事
を
徹
底
的
に
知
了
L
得
た
り
ご
爾
ふ
ぺ
し
。
是
を
・
』
れ
知
e
f
致
す
は
物
を
献
す
に
在
b
Z
い
ふ
な

b
o
此
時
量
子
は
縦
令
大
人
が
其
傍
に
在
b
て
監
賛
す
る
こ
ご
無
〈
ご
も
、
能
〈
葉
、
酒
掃
の
務
め
を
謹
し

τ、
敢

て
荷
も
す
る
こ
正
な
付
れ
ば
、
卸
も
自
ら
欺
か
す
、
白
川
T
b慨

γω
境
地
に
在
る
も
の
に
し
て
。
調
ゆ
る
知
る
こ

t
至
'
り
て
後
に
意
誠
な
る
も
の
是
な
h
o
斯
の
如
〈
白
か

ι
欺
〈
こ
ご
な
〈
且
自
ら
僻

γ
ご
き
は
、
恐
慌
す
べ
き
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所
な
〈
憂
志
す
べ
き
腕
な
(
怨
恨
す
べ
き
所
な
き
が
故
に
、
共
心
白
ら
卒
正
な
b
o
調
ゆ
る
意
誠
に
し

τ後
仁
心

正
し
き
も
の
是
な
・
9
0

農
工
商
的
業
に
就
事
す
る
人
々
が
‘
稼
秘
製
作
一
員
賞

ω賞
務
に
最
善
の
努
カ
を
錯
す
は
、
亦
是
れ
格
物
致
知
な

-9
。
曲
学
者
が
官
同
有
り
事
物
に
関
す
る
理
論
正
路
用
己
の
各
方
面
に
分
業
協
力
し
て
碗
鎖
す
る
は
亦
是
れ
格
物
致
知

な
-
9
0
家
庭
に
於
け
る
衣
食

ω世
話
よ
h
一
因
に
於
け
る
政
治
の
施
行
に
至
る
ま
で
、
何
れ
か
格
物
致
知
を
本
吉

せ
F
る
も
の
る
ら
む
や
。

例
へ
ば
宰
相
が
孤
濁
を
他
む
の
政
を
衡
か
ん
ど
欲
す
。
彼
は
先
づ
園
内
の
弧
濁
の
放
況
を
貧
地
に
調
査
し
而
る

後
共
強
め
識
る
所
の
救
仙
の
手
段
方
法
を
奉
照
考
姦
し
て
終
に
彼
の
最
善
ピ
信
Ar
る
所
を
行
ふ
に
至
る
べ
し
。
是

れ
絡
物
致
知
な
・
9
0
彼
の
意
一
に
闘
に
忠
な
る
に
存
L
、
敢
て
何
等
不
純
な
る
野
心
を
載
せ

g
る
に
於
て
は
、
是

れ
誠
意
正
心
な
b
o
然
れ
ど
も
要
す
る
に
一
閣
の
一
宰
相
正
も
い
1

ふ
べ
き
人
は
斯
の
如
き
孤
濁
救
他
の
政
治
を
行
は

ん
己
す
る
以
前
に
於

τ、
一
家
庭
人
正
し
て
、
備
身
持
家
の
工
夫
を
縛
L
得
た
る
人
な
る
を
要
す
o

故
に
臼
〈

タ
忠
ハ

「
詩
云
。
宜
ν
児
官
b

弟
。
宜
ν
見
宜
レ
弟
而
后
可
昆
刊
制
裁
-
闘
人
-
。
詩
一
耳
其
儀
不
~
成
。
正
己
是
四
時
』
O

其
骨
岬
=
父
千
兄
弟
足
v

ル

ニ

ヲ

法
而
后
民
法
ν
之
也
。
此
調
子
治
ν
随
在
v
者
=
其
家
】
」
。

是
に
向
て
之
を
削
蹴
れ
ば
拡
獅
救
他
政
治
を
行
は
ん
ざ
欲
す
る
人
の
格
物
致
知
は
、
白
己
の
家
族
朋
友
の
子
弟
叉

は
隣
保
の
老
幼
を
愛
撫
す
る
所
の
格
物
致
知
よ
h
推
し
て
一
図
天
下

ω混
濁
救
他

ω桜
物
致
知
正
な
る
も
の
な
る

k 
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j容(>，(，:J>，"'o;"

を
知
b
o
其
他
高
般
の
事
皆
新
の
如
し
。
今
一

-Z賞
説
せ
宇
。

0

0

0

0

0

0

0

0

。

以
上
格
物
致
知
に
就
て
多
言
を
費
や
し
た
h
o
以
下
治
凶
一
中
天
下
に
就
て
説
明
し
、
大
事
に
場
内
、
る
所
り

rr

。利
の
三
諸
に
就

τ論
評
し
以
て
本
論
文
を
絡
ら
む
ご
欲
す
。

今
世

ω皐
者
政
治
官
談
じ
経
泌
を
論
ム
す
れ
ば
、
必
十
財
政
の
要
を
情
へ
財
貨
の
利
を
設
〈
べ
し
。
而
る
に
大
準

点
一
-
λ
h
w
m
7
u

，Lr
ハ

は
財
を
末
ご

L
徳
を
本
ご
す
o
臼
〈
「
所
跡
調
崩
す
天
下
-
在
ν
泊
註
(
閥
『
者
。
上
老
ν
老
而
民
興
み
亭
。
上
長
乍
抵
而
民
典
v
弟。

土
他
ν
孤
而
民
不
弘
加
巧
是
以
一
君
子
有
-
-
紫
知
之
進
】
也
。
所
砂
市
泊
三
於
上
者
同
Q

母
=
以
使
v
下
。
所
v
悪
a

於
下
回
O

母
z

以
前
帯
曹
上
。

所
u

思
お
円
前
日
。
母
国
以
先
v
後
。
所
ν
思
畠
於
綾
田
O

母
昌
円
以
従
v
前
。
所
ν
思
a
於
右
】
O

母
品
以
交
=
於
左
-
。
所
h
p於
左
目
。
母
S

円割

2

7

ν

 

交
ヨ
於
右
=
。
此
之
調
a
紫
矩
之
進
目
。
詩
云
。
楽
只
君
子
。
民
之
父
母
。
民
之
所
bm好
ν
之
。
民
之
所
ν
思
惑
伽
之
。
此
之

調
=
民
之
父
母
」
ω

此
紫
矩
之
道

ε
い
ム
語
は
大
半
以
外
の
書
仁
は
見
嘗
ら
向
。
朱
註
に
劫
吊
は
度
な
り
、
矩
は
方
を
刷
局
る
所
以
な
h

Z
ゐ
b
o
つ
ま
り
標
準
規
範
Z
な
る
出
血
の
義
な
ち
。
上
文
此
紫
矩
の
道
を
明
か
に
す
、
前
宇
は
具
健
的
に
設
き
、

後
宇
は
抽
象
的
に
設
け

h
。
美
意
に
臼
〈
『
謂
ゆ
る
天
下
を
卒
に
す
る
は
困
を
治
む
る
に
在
b
E
は
、
下
の
如
し
。

上
に
立
つ
人
が
老
人
を
敬
委
す
れ
ば
下
民
は
之
に
化
し
て
孝
行
者
多
〈
な
h
、
上
に
立
つ
人
が
長
上
を
愛
敬
す
れ

ば
下
民
之
に
化
し

τ悌
順
の
人
多
〈
な
る
。
叉
上
が
幼
に
し
て
父
な
き
も
の
(
郎
も
狐
)
を
他
ひ
救
ふ
ご
き
は
民
も

孤
を
見
楽
る
如
き
事
な
し
。
新
の
如
〈
上
の
潟
す
所
は
下
の
倣
ム
所
Z
な
る
故
に
、
君
子
仁
は
諜
矩
の
道
ご
い
ふ
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三
九
四

も
の
有
る
な
・
9
0
紫
姐
の
道
正
は
他
な
し
。
上
に
在
る
者
は
下
に
在
る
場
合
を
思
ひ
や
'O
士
、
英
悪
む
開
閉
を
以
て

ア
カ

下
を
使
ム
勿
れ
い
。
又
下
に
在
る
者
は
上
仁
在
る
場
令
を
思
ひ
や
り
て
、
共
恵
む
所
を
以

τ上
に
事
ふ
勿
れ
。
前
に

在
hd
て
品
悼
の
怒
り
所
を
思
ひ
や
れ
ば
、
之
を
以

τ後
に
先
ん
づ
る
勿
れ
。
叉
後
に
在
ム
リ
て
前
の
悪
む
所

hr
知
ら

ば
、
之
を
以

τ前
に
従
ム
勿
札
、
右
は
左
を
思
ひ
綾
て
左
は
右
を
思
ひ
較
ぺ
て
、
左
右
各
々
宜
主
に
遮
ふ
如
〈

錯
す
ぺ

L
o
是
れ
紫
矩
の
道
な
ち
』
。

此
抽
象
的
説
明
は
甚
だ
面
白
し
‘
雷
に
政
治
上
に
於
け
る
治
者
被
治
者
吉
の
閥
係
に
就
て
の
み
な
ら
争
、
民
事

上
特
に
晶
画
業
上
に
於
け
る
雇
主
Z
雇
人
地
主
ご
小
作
人
等
の
関
係
に
も
J

湖
周
す
ぺ
き
も
の
に
で
、
賞
に
拍
車
矩
り
名
・

に
負
か

F
る
な

h
o
腕
近
流
行
す
る
勢
働
守
識
に
於

τ企
業
主
は
一
般
解
雇
又
は
エ
場
閉
鎖
を
以
E
叫
労
働
者
を
威

嚇
し
、
労
働
者
は
怠
業
又
は
同
盟
棺
業
を
以

τ企
業
主
に
謝
抗
す
。
斯
の
如
き
は
上
に
惑
む
所
を
以
て
下
を
使

ひ
、
下
に
商
品
む
田
川
を
以

τ上
に
事
ふ
る
の
類
な
り
。
然
ら
古
れ
ば
、
右
又
は
左
に
思
む
所
を
以
て
左
又
は
右
に
交

は
る
も
の
な
9
0
小
作
争
議
亦
多
〈
は
之
に
同
じ
。
又
政
府
が
不
急
の
土
木
を
典
し
、
叉
は
過
度
な
る
軍
備
繍
振

を
錯
し
、
之
が
活
に
莫
大
の
n
官
僚
を
負
ひ
、
後
織
の
政
府
叉
此
説
れ
る
政
策
を
緩
行
L
、
人
民

ω子
孫
を
し
て
永

〈
過
重
な
る
賦
税
に
苦
し
ま
し
h
U

る
如
き
は
、
謂
ゆ
る
前
に
思
h
u

所
を
以
て
後
に
先
に
も
、
叉
は
後
に
惑
む
所
を

以
て
前
に
従
ふ
も
の
な

h
tす。

日
〈
「
君
子
先
z
乎
笹
。
有
都
品

F
人
。
有
一
ん
山

F土
。
有
u
b
高

有

財
o

有
恥
此
有
砂
崩
。
徳
者
本
-
品
。
財
者

叫が''''-''
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三
丸
亘

-
U

テ

一

五

'

?

ー

・

'

末
也
。
外
L

本
内
b
-

末
町
市
デ
民
施
訟
回
是
故
財
衆
則
民
散
。
財
散
則
氏
来
。
是
故
島
僻
一
昨
出
者
。
恥
山
町
配
入
。
島
p
b
?

サ
a
H
Y
T

而
入
者
亦
惇
而
出
』
o
助
教
句
は
甚
に
重
要
な
h
o
君
子
は
入
者
を
揺
す
o
人
に
君
た
る
も
の
は
徳
を
先
に
す
。

徳
政
を
行
へ
ば
民
衆
蹄
服
す
。
民
衆
飾
服
す
れ
ば
土
地
聞
け
回
鴫
修
ま
る
ρ

土
地
閥
け
四
時
修
ま
れ
ば
貨
財
は
増

殖
す
。
貨
財
増
殖
す
れ
ば
上
下
の
利
用
は
充
足
す
。
夫
れ
新
の
如
〈
徳
は
本
な
b
財
は
末
な
り
。
若
L
人
君
徳
を

外
に
し

τ顧
み
争
、
唯
財
を
内
に
爽
め
ん
ご
す
れ
ば
、
民
亦
上
に
倣
ひ
、
利
を
争
ひ
相
奪
ふ
に
至
る
ぺ

L
。
是
放

に
財
上
に
来
ま
れ
ば
民
は
畔
告
散
し
、
尉
下
に
散
す
れ
ば
民
は
楽
土
h
服
す
ア
L
o

響
へ
ば
言
問
V
出
・
つ
れ
ば
亦

品

V

掬

フ

サ

一

刀

惇
て
入
る
如
〈
、
貸
惇

τ入
れ
ば
亦
惇

τ出
づ
。
惇
ふ
芭
は
理
に
反
す
る
義
な
・
9
0

蓋
し
入
者
其
民
を
視
る
ζ

Z

獣
畜
の
如
〈
な
れ
ば
、
民
も
亦
君
を
視
る
こ
E
仇
敵

ω如
し
、
之
を
言
惇
て
出
づ
れ
ば
亦
惇
て
入
る
ど
調
ふ
。
人

君
若
し
苛
欽
諒
求
を
敢
て
し
徒
ら
に
府
庫
を
充
た
し
、
騎
脊
を
事
ご
す
れ
ば
、
民
銀
き
闘
む
び
て
府
障
の
尉
は
柊

に
其
財
に
非
?
、
般
鑑
遠
か
ら
中
仰
の
王
朝
も
然
・
9
、
露
の
帝
室
主
然
り
。
之
を
貨
惇
て

λ
れ
ば
亦
停
で
出
づ
ぜ

調
ふ
な
b
。

夫
れ
鞠
近
の
経
済
皐
占
有
は
高
口
一
齢
、
土
地
(
お
)
資
本
勢
力
の
三
生
以
て
生
産
要
素
ご
錯
す
。
而
L
て
孔
子

は
徳
を
以
て
一
厨
根
本
的
な
る
生
産
要
素
t
絡
す
は
前
掲
の
文
に
徴
し
て
明
か
な
h
o
而
u
-プ
此
徳
ャ
、
君
上
先

ツ
之
ヲ
施
コ

U
V
7
下
民
之
-
一
従
ノ
。
故
仁
上
ど
下
正
に
論
な
〈
民
衆
一
般
に
向
て
も
亦
徳
は
本
に
し
て
財
は
末
な

h
o
中
府
に
不
均
町
一
無
ν
物
の
語
ゐ
b
亦
此
意
な
b
J
O

差
し
人
に
し
て
孝
島
忠
信
の
徳
を
有
せ
き
れ
ば
、
人
ド
L
t
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人
仁
非
子
、
叉
能
〈
家
族
を
成
し
、
郷
議
を
作
る
を
得
宇
。
放
に
臼
〈
有
h
w此
有
v
人
t
。
人
仁
し
て
若
し
能
〈

家
族
を
成
し
郷
鶏
を
作
ら
ば
、
土
地
は
開
墾
耕
作
せ
ら
れ
桶
々
の
産
業
は
従
て
起
る
ぺ
し
、
之
を
有
ν
人
此
有
ν

土
。
有
v
土
札
戸
財
正
請
ふ
な
り
o

此
等
民
衆
に
し
て
岡
を
組
織
し
、
有
徳
の
君
子
之
を
統
治
せ
ば
、
英
国
は
菅

に
倫
理
的
に
興
起
す
る
の
み
な
ら
字
、
経
済
的
に
も
亦
畿
日
比
す
ぺ
君
は
論
を
竣
た
A
V
o

間
ゆ
る
上
老
齢
老
而
民
典
ν

孝
。
上
長
v
H
其
而
民
興
ν
弟
。
上
岨
知
山
而
民
不
ν
伯
Z
は
郎
も
倫
理
的
興
岡
な
h
o
調
ゆ
る
有
b

徳
此
有
ν
人。

有
ν
人
此

有
v
土
o
有
b

土
此
布
砂
川
用
。
有
弘
山
此
有
ν
用
ご
は
経
済
的
興
岡
な
り
。
而
し
て
典
闘
の
本
は
徳
に
在
る
な
h
o
徳
本
財

末
の
設
其
旨
深
い
哉
。

。

。

議
仁
注
意
を
要
す
る
は
、
前
掲
り
如
〈
大
事
に
財
の
字
正
貨
の
字
を
交
互
に
用
ひ
居
る
こ
ど
是
な
h
J
O

説
文
に

財
を
樽
し

τ入
所
詰
A

也
=
錯
し
、
貨
を
蒋
し
て
財
品
百
錯
し
・
廃
韻
に
は
貨
者
化
品
。
踊
由
化
反
易
之
物
。
依
宇

従
-
化
-
也
ご

b
h
o
放
に
財
も
貨
も
恰
も
英
語
の

R

O
ロO
ヨ
片
岡
O
O
L
ω

掴
笠
間
の
当
局
内
円
}
冨
詮
一
n
F
O

。Z4q
に
該
蛍
し
、

債
値
ゐ
る
物
又
は
交
易
の
目
的
ご
な
る
物
を
汎
稽
す
る
も

ωな
り
。
次
に
注
意
す
べ
き
は
大
皐
に
出
品
字
の
見
は
る

、
こ
芭
是
な
h
o
前
掃
の
貨
惇
而
入
者
。
亦
惇
而
出

ω次
に
左
の
文
ゐ

h
o

康
詰
一
口
。
惟
前
一
小
一
ナ
常
h
w酌
=
善
一
県
伊
之
。
不
善
則
容
之
失
。
楚
書
目
。
楚
風
無
白
骨
岬
v
賞
。
笠
晋
以
日
夕
賞
。

身
犯
目
。
巴
人
川
被
a

以刷局
v
賞
。
仁
親
以
唖
P
賞。

康
詰
は
術
書
の
舗
の
名
。
此
文
上
を
承
け
て
下
を
起
す
。
本
文
の
意
は
究
の
如
し
。
「
制
帽
を
外
に
し
て
財
を
積



論

議

「
大
地
甲
」
に
且
は
れ
た
る
組
前
息
都

第
二
十
二
審

(第一一一腕

七
) 

一
九
七

サ

カ

サ

カ

む
は
、
是
れ
貨
持
っ
て
入
る
も
の
な
れ
ば
、
亦
必
す
持
て
出
づ
、
而
し
て
彼
遂
に
其
闘
を
保
つ
飽
は

F
る
な
h
，。

依
に
康
諮
に
日

f
、
惟
れ
天
の
命
は
常
に
於
て
せ
十
正
。
こ
れ
は
善
4

一
れ
ば
天
の
一
命
を
得
て
位
を
保
も
、
不
善
な

れ
ば
之
を
矢
ふ
を
詞
ふ
な
b
」
ω

蕃
の
字
を
以

τ徳
の
字
に
易
へ
、
更
に
下
文

ω惟
善
以
骨
岬
貨
を
起
[
、
遥
か
に
篇

首
の
在
止
於
至
善
の
句
に
熔
十
。
而

L
て
財
の
字
、
貨
の
字
、
貨
の
字
、
逐
弐
に
益
頭
L
来
る
。
文
章
の
嶋
接
照

臨
岬
盤
化
の
妙
得
て
名
放
す
〈
か
ら

5
る
も
の
あ

h
G
而
し
て
示
す
仁
崇
高
な
る
倫
理
・
不
易
な
る
訓
言
を
以
て

す
ω

鳴
呼
余
以
て
貿
ピ
潟
す
無
L
、
惟
此
書
以
て
資
ピ
震
き
ん
正
欲
す
。
然
ら
ば
則
も
賞
百
は
何
ぞ
や
。

設
文
に
貿
診
也
従
v

{

従砂
I
A
従
h
H
正
ゐ
b
o
貝
の
字
に
注
し
て
「
古
者
貨
-
具
而
貸
与
祖
。
周
而
有
匂
端
。
秦
臨
伊
良

行
v
銭
也
」
己
あ

h
o
是
に
由
b
て
之
を
削
蹴
れ
ば
資
は
貴
重
な
る
貨
財
の
義
な
h
。
今
妨
〈
前
掲
楚
番
目
以
下
の
義

を
醐
押
(
べ
[
。
鄭
詮
に
悼
碑
る
に
楚
書
は
楚
昭
王
の
時
の
一
書
な
h
o
楚
の
昭
王
・
王
孫
図
を
晋
に
使
に
遺
り
た
る

時
、
晋
り
超
筋
子
楚
の
貨
を
問
ひ
た
る
に
、

王
捺
問
答
へ
て
楚
の
賀
ご
す
る
所
は
只
善
の
み
な
b
E
日
ひ
た
る
な

h
'
o

北
(
詳
細
は
図
認
の
楚
訟
に
見
ゆ
。
奥
犯
は
晋
の
文
日
常
の
易
相
仙
値
な
台
、
字
を
子
犯
己
い
ふ
。
己
人
は
ヲ
チ
ヲ

ド
卸
も
む
命
人
の
意
。
文
日
公
附
に
-
公
子
な
h
、
名
は
重
耳
ご
い
ふ
。
腕
姫
の
鳴
を
遊
り
、
む
命
し
て
相
官
に
在
bvO

而
る
に
父
の
献
日
公
発
C
た
れ
ば
、
奏
曲
悼
公
は
使
者
を
遣
は
し
て
弔
せ

L
め
・
図
て
重
耳
仁
鯖
闘
を
糊
め
柁
る

Z

き
・
重
耳
此
事
を
臭
犯
に
謀
hhι
・り
o

男
犯
は
重
耳
に
此
糊
告
を
僻
返
せ
よ
ご
て
遮
ぺ
た
る
言
の
一
節
は
却
も
前

掲
「
む
人
無
回
以
骨
タ
賞
。
仁
親
以
骨
P
掛川」

、
ノ
正
悶
・
l
i
O
L
リ
。

じ
さ

(
n
f

詳
な
る
事
は
雄
記
山
り
栂
弓
に
見
刷
。

一
併
弓
の
文
は
小
田
却
な



「
大
事
」
に
且
は
れ
た
る
制
凶
器
凡
平
一
士
一
谷
(
第
三
観
一
八
)
三
え

h
o
日
〈
「
員
犯
目
。
誠
子
其
俳
丸
山
喪
人
U
F資
。
仁
親
弘
銃
一
乱
。
父
死
一
ム
静
一
札
。
又
一
凶
収
品
ん
砂
川
而
天
下
共

払
臨
す
も
綿
子
併
一
お
』
o

其
華
同
ふ
「
父
一
兆
す
是
れ
人
生

ω一
大
不
幸
、
子
た
る
者
突
器
開
占
拠
共
他
を
顧
み
る
に
限

1市

議

無
か
る
べ
し
。
父

ω死
に
囚
ち
て
荷
も
利
を
得
ん
ご
欲
す
る
が
如
き
事
ゐ
る
ぺ
り
ん
や
。
若
し
利
を
得
ん
ご
せ
ば

何
台
以

τ天
下
に
言
ひ
課
す
ぺ
き
言
ゐ
ら
ん
や
υ

む
命
の
人
別
に
資
な
し
、
惟
仁
愛
親
睦
の
道
を
以
て
賀
ご
す
ぺ

き
り
み
』

t
o
仁
親
の
親
り
字
亦
迩

hrι
篇
首

ω在
耕
民
の
親
の
字
に
照
聴
す
o

而
し

τ艮
を
親
む
の
仁
は
父
に

孝
な
る
を
以
て
本
正
錯
す
o

男
犯

ω言
は
貨
仁
本
を
剣
る
者
正
調
ふ
べ
き
な
h

前
掲
「
怨
幽
無
-
-
一
以
減
v
由
民
。
惟
番
以
柏
崎
ν出
H
」

ω語
に
就
工
、
楚
語

ω記
す
る
所
以
、
頗
る
拳
照
に
値
ひ
す
る
を
質

ゆ
る
が
放
に
之
を
左
に
鱒
載
す
。

王
孫
凶
聴
畠
於
菅
目
。
定
公
走
。
謀
議
ν
玉
払
船
山
問
主
孫
固
-
日
。
楚
之
白
華
字
。
昔
然
。
筒
子

巳

ア

目
。
其
骨
量
也
幾
一
吹
矢
。
日
未
一
言
品
局
面
。
料
疋
之
所
ν
望
者
。
日
a
縦
一
射
父
一
。
能
作
品
訓
群
。
以
行
事
於
諸

mF。
使
v

無

'F雲
仙
恥
口
寅
一
r

叉
有
昌
左
奥
山
怖
が
。
協
組
一
-
訓
山
町
。
以
叙
し
げ
白
山
肌
o

円
町
一
朝
-
金
融
温
室
長
於
華
?
。
使
暴
君

無
v
山山
s
先
王
之
業
一
。
叉
能
上

R
t
a置
い
鬼
跡
。
酔
蕗
芸
術
匙
-o

使
z

紳
無
'
孔
F
F痛
乎
楚
向
性
。
叉
有
ν
薮
日
量
。

漣
a
徒
州
】
O

金
不
竹
箭
之
所
在
也
。
亀
珠
山
閣
角
皮
革
翌
南
下
以
備
一
昨
周
一
以
戒
申
不
罪
者
山
一
一
所
割
以
共
日
市
争
以

戸
事
諸
侯
云
也
。
札
諸
侯
之
好
幣
も
而
善
之
川
H
a
訓
一
軒
。
有
品
不
良
之
伸
。
而
皇
神
拘
之
。
寡
君
決
可
弘

事
罪
於
諸
侯
-
而
岡
田
叫
帆
布
。
ル
楚
闘
之
賢
也
。
苦
叫
ん
白
析
。
先
王
之
玩
也
o

何
瓦
配
。
閤
乱
闘
之
貸
六
而

日記W…



巳
o

謹
一
部
制
昌
議
行
物
-
。
以
輔
昌
相
凶
家
-
刷
出
且
・
之
。
吉
丸
山

U
F叫
陪
嘉
説
-
使
弘
昌
水
草
之
災
-
。
則
賞
与
。
亀
畳
一
一
以

ス
ニ

4

7

J

P

ハ

憲
-
威
不
】
則
資
μ

之
@
珠
足
品
以
禦
a
火
災
問
。
則
資
ν
之
o

金
足
z
以
禦
昌
一
央
乱
『
。
則
賞
与
。
山
林
薮
玖
足
z
以
備
ι
財
用
】
。

者
、

J

卜
‘

J

3

則
資
ト
之
。
者
a
夫
部
隷
之
美
-
。
楚
雌
ゐ
一
夷
』

-T能
v
M
1
F働

r

之
に
依
れ
ば
、

王
孫
聞
か
晋
に
使
ひ
し
、
定
公
の
饗
を
受
付
、
而
し

τ越
筒
子
か
似
玉
eF
鳴
ら
し
て
饗
躍
を
相

り
た
る
時
、
王
孫
闘
に
勉
の
白
苅
は
今
狛
古
位
。
ゃ
ピ
問
ふ
。
蓋
し
蛍
昨
筒
γ

ナ
の
侃
玉
も
英
資
ご
し
て
自
ら
誇
る
所

ω物
な
b
し
な
ら
む
。
幽
か
然
一
の
ピ
の
答
を
う
げ
て
筒
子
は
再
び
白
府
の
貨
た
る
こ
ど
幾
何
世
な
る
か
ど
問
ふ
。

図
工
知
る
白
桁
な
る
も
の
嘗
附
久
し
〈
世
に
聞
へ
た
る
出
凡
な
・
9
し
を
。
而
る
に
図
は
一
言
に
否
定

Lτ
、
楚
閣
は

未
村
」
嘗
て
之
を
以
て
賀
正
匁
さ
A
γ
Z
い
ひ
、
実
質
主
ず
る
所
を
列
挙
す
。
日
(
「
第
一
に
翻
射
父
己
い
ふ
人
ゐ
b
o

能
〈
訓
ご
す
日
、
き
僻
合
作
り
、
諸
侯
に
折
衝

L
て
、
五
日
君
を
し
て
諸
侯
の
非
段
略
侮
す
る
所
ご
な
ら
じ
め
す
。
第

二
に
左
奥
比
四
相
ご
い
ふ
者
あ
h
、
能
(
古
訓
経
典
を
越
ア
L

以
て
百
事
を
次
第
し
、
以
て
朝
夕
に
之
を
吾
君
に
蹴

ιて
、
華
同
を
採
・
り
惑
を
拾
っ
る

er得
せ

L
的
、
吾
君
を

L
て
先
王
の
業
を
忘
れ
き
ら
し
む
。
又
天
地
上
下
の
議
一
岬

を
敬
し
、
紳

ω欲
す
る
所
は
之
を
行
ひ
、
其
恵
む
所
は
之
を
遊
〈
。
放
に
紬
仰
を
し
て
悦
ば
し
め
、
楚
刷
に
怖
み
悪

む
所
な
か
ら
し
む
。
第
三
に
安
古
都
す
る
山
薮
ゐ
り
、
徒
洲
(
酬
の
)
に
漣
な
る
。
金
木
竹
箭
の
生
守
る
所
、
従
て

亀
珠
歯
角
皮
革
狗
毛
を
産
す
る
は
幽
よ
b
論
を
攻
た
A
V
o

夫
れ
亀
珠
山
間
角
皮
革
羽
毛
は
兵
賦
の
別
に
供
し
、
不
良

を
戒
h
U

る
所
以
の
者
な
り
。
僻
白
川
に
供
し
て
諸
侯
に
贈
ム
リ
闘
交
を
修
む
る
所
以
の
者
な
b
。
而

Lτ
裳
の
洋
之
を

論

議

「
大
串
」
に
且
は
れ
た
る
翻
憐
思
想

第
二
十
二
巷

言言

説

丸
) 

九
iL 



論

議

「
大
事
L
に
見
は
れ
た
る
組
済
思
想

第
二
十
二
容

{
第
三
披

O 
) 

四
0
0

産
す
。
若
し
諸
候
に
贈
る
べ
き
好
幣
共
は
hJ
副
理
一
脚
山
)
、
而
し
て
之
舎
道
く
に
訓
ご
す
べ
き
俳
令
を
以
て

L
、

而
Lτ
皇
肺
之
を
加
や
り
た
ま
は
ャ
吾
肴
は
諸
侯
正
の
国
交
を
完
ふ
し
て
自
国
民
の
安
寧
を
保
つ
を
得
べ
し
。
而
し

て
観
射
父
友
史
街
相
は
之
を
飽
〈
す
。
此
三
者
は
楚
闘
の
貨
な
h
o
夫
の
白
消
の
如
き
は
吾
先
王
の
玩
具
の
み
、

。
。
。

何
ぞ
賞
ぜ
せ
ん
」
。
以
上
具
健
的
に
訓
辺
国
の
異
質
を
綾
々
叙
説

L
、
一
顧
短
句
を
以
一
1
之
を
結
び
、
夏
に
百
尺
竿
頭

。
。
。

一
歩
を
進
め
て
、
抽
象
的
議
論
を
起
し
来
志
、
文
章
の
妙
亦
以

τ資
Z
す
べ

L
G
日
〈
「
回
開
f
、
凶

ω貨
は
六

の
み
。
連
一
貸
の
人
飽
〈
百
般
の
事
物
を
制
定
議
輸
し
て
以
1
岡
家
の
輔
相
す
る
は
則
も
之
を
賞
ご
す
。
祭
蹴
に
用

。

。

ふ
る
玉
の
以

τ嘉
殺
を
庇
蔭
し
て
水
早
の
災
な
か
ら
し
む
る
に
足
る
は
則
も
之
を
賀
ご
す
。
大
ト
ニ
周
ふ
る
亀
の

以
て
閣
の
大
事
の
吉
凶
を
判
断
す
る
に
足
る
は
則
も
之
を
賀
正
す
。
水
の
楠
た
る
珠
の
以
て
火
災
を
湖
南
〈
に
足
る

。

。

。

。

。

。

は
則
も
之
を
貿
ご
す
。
武
器
正
潟
す
ぺ
き
金
属
の
以
て
兵
乱
を
刑
期
(
に
足
る
は
則
も
之
を
武
官
す
。
山
林
薮
洋
的
一

以
て
財
用
を
備
ふ
る
に
足
る
は
則
も
之
を
賀
正
す
。
夫
の
叫
畔
圏
舗
の
美
の
知
事
は
、
楚
は
鐙
一
丸
な
り
吉
雄
も
之
を
質

z 
此す
文る
車。飽
をは
以ぎ
てる
官官 な
文 h
0) b-

自民。
射。
父。
左。
史。
待。
キ目。
を
反
映
し

0

0

0

0

0

0

 

山
林
故
岬
揮
を
以
て
雲
揮
を
畳
現
し
‘

而
し
て
玉
亀
珠
金

多
〈
は
皆
雲
滞
の
産
す
る
所
な
る
は
言
外
に
躍
如
た
h
o
楚
闘
の
由
民
亦
多
大
な

b
t
請
ふ
ぺ

L
。
而
し
て
結
末
の

「
若
昌
夫
誹
嵩
之
美
=
。
楚
雄
a
畿
夷
M

不
ω
格
F

資
由
也
』
の
二
句
は
陽
に
は
前
段
の
末
文
『
若
昌
夫
台
所
。
先
王
之
玩
山
也
。
何

玲M

資
提
」
の
意
を
申
言
し
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
除
に
は
胃
闘
の
「
越
筒
子
鳴
b

玉
以
相
』
の
句
に
顧
臆
し
た
る
も
の
な



文
章
の
妙
や
斯
の
却
し
、
而
し
て
其
包
合
す
る
所
の
真
理
は
夏
に
最
も
珍
貨
ご
す
ぺ
き
も
の
あ
b
。
大
山
学
的
書

九州川嶋叫吻時貯均勝樹醐焼切税対慨桝噸隅静物事柵閉山内竹内""")，'..""'"ι

h
o
常
山
蛇
の
勢
ご
は
此
文
の
謂
な
り
。

に
援
事
記
載
せ
ら
れ
た
る
・
亦
宜
な
る
哉

近
世
経
済
学
の
父
ご
崇
や
b
る
、
ア
ダ
ム
・
ぅ
‘
、
λ

氏
及
び
共
流
一
蹴
は
槻

L
て
貨
射
の
意
義
を
致
用
ゐ
h
且
其

。
。
。

分
量
に
限
h
ゐ
る
有
形
物
じ
局
限
し
、
磁
閉
宇
ジ
ョ
ン
・
2

チ
ュ
ヲ

1
卜
・
毛
市
氏
も
狛
ほ
此
彼
き
考
を
抱
き
た
b
o

二
氏
の
中
聞
に
見
は
れ
た
る
ジ
ヤ
ン
・
バ
プ
チ
ス
ト
・
セ

1
氏
は
夙
に
第
十
九
世
紀
の
始
め
に
於

τ・
物
凶

dfrr

。形
を
問
は
守
、
持
も
致
用
あ

b
且
分
量
に
限
b
ゐ
る
も
り
は
貨
財
な
b
t
ω
新
設
を
唱
道
し
た
h
。
余
思
ム
に
此

詑
は
蛍
れ

、
且
我
棋
界
に
大
功
ゐ
る
も
り
な
b
o
然
れ
Y
」
も
支
那
に
於
て
春
秋
の
世
に
略
ぽ
同
一
的
考
は
諸
書

。

。

。

。

に
散
見
し
、
特
に
大
平
に
於
て
善
仁
親
を
以
て
制
H
E
な
し
、
貸
別

ω最
上
位
を
占

U
る
も

ωε
錦

L
花
る
は
、
後

世
経
済
事
者
の
多
〈
は
夢
鶴
に
も
せ

.3
る
所
な
b
o
要
す
る
に
此
考
は
「
徳
は
本
な
り
財
は
木
な
・
り
」
正
考
ご
異
僻

同
義
な
b
o
現
今
の
経
済
皐
者
は
則
を
設
さ
て
徳
を
説
か
争
、
ヌ
共
多
C
は
有
形
貨
財
の
桝
究
の
み
一
一
抑
低
調
L
、

蹄
解

L
て
日
〈
是
れ
向
学
問
上
り
分
業
な
り
ご
。
而
し

τ彼
等
は
兎
に
其
謂
ゆ
る
分
業
の
弊
に
白
か
ら
陥
り
て
悟
ら

5
る
も
の
あ
る
が
如

L
、
悲
む
べ
き
哉
。

大
曲
学
が
有
形
貨
財
ご
飢
山
形
周
資

t
を
数
へ
た
る
は
前
述

ω如
L
。
而
[
f
L
大
皐
は
其
結
末
に
於
て
省
形
貨
則
の

前

議

「
大
串
」
に
且
は
れ
た
る
組
前
思
組

第
二
十
ニ
を

l言
電車

四
O 

生
産
消
費
H
A
ぴ
一
分
配
じ
蹴
L
、
士
民
内
分
業
に
閲

L
、
u
A
ぴ
義
古
利
ご
の
分
別
に
就

τ設
(
所
あ
り
。
郎
ち
左
の



戸市

耀

「
大
串
」
日
見
は
れ
た
る
輝
消
思
想

第
二
十
二
審

(
第
三
挽

) 

四
C 

如
し
。生
v
M荷
昌
大
道
日
。
生
ν
之
者
血
剤
。

食
与
~
者
券
。
時
凋
v
之
者
疾
。

用
ν
之
者
四
則
。

則
財
恒
足
実
。
仁
者
以
ν
財
畿
ν
身
。
不

仁
者
以
ν
身
晶
E
V
射
。
未
ν
布
昌
上
好
砂
仁
而
下
一
小
b

好
弘
費
者
-
品
。
未
ν
有
ι-
好
b

義
主
(
事
不
ν
絡
者
】
也

未
b

有
'
府
庫
財
非
a

其

財
-
者
A

也
。
孟
献
子
自
0

車
問
一
お
乗
不
府
間
昌
於
雛
豚
-
。
伐
泳
之
家
不
ル
茸
田
=
牛
羊
目
。
一
白
乗
之
家
不
u
I
百
ヨ
来
欽
之
問
、
奥
a

其
有
一
一
粧
品
胤
之
目
。
率
化
=
盗
巴
。
此
識
す
国
不
=
以
ν
刺
潟
v
刺
以
議
タ
利
也
。

朱
ソ
ナ
旦
同
氏
の
言
を
引
い

τ日
く
「
闘
に
遊
民
な
け
れ
ば
則
も
生
す
る
溝
衆
し
。
朝
に
幸
位
な
け
れ
ば
則
も
食
ふ

A
W
 

者
本

L
o
農

ω附
を
容
は

5
れ
ば
則
も
之
を
航
る
疾
し
。
入
を
量
り

τ出
を
錫
せ
ば
則
も
之
を

mふ
る
傍
し
」
正
。

此
設
は
一
端
を
山
車
げ
て
其
他
を
推
知
せ
し
む
る
も

ωな
b
o
調
ゆ
る
「
生
之
者
衆
」
及
び
「
錦
之
者
疾
」
は
生
産
者
の

。

。

c

勤
勉
に

L
て
、
共
技
に
熟
達
す
る
唱
』
ご
も
合
な
べ
し
。
要
す
る
に
者

ω宇
は
人
並
に
事
の
ニ
義
を
粂
ぬ
。
次
に

「
食
之
者
券
」
U
A

ぴ
「
川
レ
之
示
品
同
」
は
品
4
N
障
を
恨
み
、
不
急
り
土
木
を
事
正
せ

F
る
ニ
己
を
も
合
む
べ
し
。
猶
注
意
す

べ
き
紡
は
、
後
世
級
協
明
日
学
者
の
謝
ゆ
る
生
産
者
不
生
産
省
の
匝
別
か
、
阪
に
大
事
叫
文
中
に
時
示
せ
ら
る
、
ニ
ピ

是
な
b

。

以
上
の
則
の
生
産
比
ぴ
消
費
の
設
な
hJO
次
に
財
り
品
川
配
に
設
、
き
及
び
た

b
o
共
意
日
(
「
仁
者
は
財
を
散
L

τ以
τ民
を
得
、
不
仁
者
は
身
を
む
は

L
て
以

τ貨
を
殖
す
。
上
仁
を
好
み
以
て
其
下
を
愛
す
れ
ば
、
則
も
下
は

す一

ρ

義
を
好
み

τ以
て
芙
上
に
忠
な
り
。
県

L
て
然
ら
ば
事
は
必
す
成
就
し
て
府
庫
の
財
は
惇
っ
て
出
づ
る
こ
ご
な



し
』
此
丈
園
君
己
人
民
ピ
の
閥
係
に
就
て
言
ふ
。
謂
ゆ
る
仁
者
不
仁
者
共
に
人
君
を
指
す
。
然
れ
ど
も
英
理
は
推

一
端
を
皐
げ
て
言
へ
ば
.
夫
の
利
潤

配
分
方
法
'Y
誠
寅
に
施
行
し
て
成
功

L
た
る
企
業
者
、
例
へ
ば

F
E包
司
氏
め
如
き
は
則
を
以

τ身
を
起
し
た
る

し
て
晩
近
経
済
界
に
於
け
る
企
業
家
ご
労
働
者
正
に
迎
用
す
る
を
得
べ
し
。

人
な
h
o
輸
近
文
明
凶
家
の
勢
働
侭
識
の
立
法
的
如
き
は
、
亦
財
を
散
し
て
以
て
民
営
得
る
の
滋
な
h
。

論

量生

「
大
串
L
に
見
は
れ
た
る
組
前
屈
組

事
二
十
二
容

(
第
三
蹴

) 

四
わ
=
一

最
後
に
士
民
の
分
業
及
び
義
利
の
分
別
に
就
て
大
事

ω数
ふ
る
所
を
解
説
す
る
-
』
ピ
左

ω如
L
o

魯
の
賢
大
夫
孟
蹴
子
(
帥
一
蝉
)
日
〈
初
め
の
試
験
に
合
椛
上
て
大
夫
ご
骨
?
、
馬
乗
を

rふ
身
分
・
と
骨
岬
れ
る
人

は
、
時
畑
豚
を
宝
田
義
す
る
こ
己
な

L
o
卿
大
夫
以
上
に
て
、
喪
祭
に
氷
を
用
ふ
る
身
分
の
家
は
、
牛
芋
を
宜
町
は
?
。

古
来
の
家
、
郎
も
兵
恥
百
酬
を
出
す
に
足
る
釆
邑
あ
る
身
分
の
人
は
、
漫
り
に
賦
机
を
誌
求
す
る
入
、
郎
も
来
倣

の
聞
を
任
用
せ
令
o
m
剖
欽
り
目
ゐ
ら
ん
よ
ム
リ
は
、
寧
ろ
盗
一
山
ゐ
る
方
が
ま
し
な
り
Z
o
此
孟
献
子
の
一
言
は
、
闘
は

利
を
以
て
利
正
掛
川
3
A
Y
し
て
、
義
を
以
て
利
ご
潟
古
や
'
L
て
義
を
以
て
利
ピ
翁
す
を
意
味
す
る
な
h
。

葦

L
民
に
は
民
ゆ
庫
業
ゐ
'
り
、
官
吏
に
は
官
史
の
職
務
ゐ

h
u
各
其
分
に
従
ひ
其
任
務
を
謹
し
、
敢
て
其
他
を

顧
み
又
は
犯
す
事
』
さ
な
き
は
、

-
』
れ
分
業
の
奥
義
u
b
o
若
し
大
夫
に
し
て
雛
豚
を
畜
び
、
卿
に
し
て
牛
羊
を
牧

す
る
に
於
て
は
、
内
は
以

τ其
官
峨
を
疎
略
に
し
、
外
は
民
正
利
を
守
ひ
叉
は
民
の
利
を
奪
ふ
こ
正
、
な
る
o

特

に
百
乗
の
家
の
却
し
ヨ
大
な
る
采
日
巴
を
備
し
、
数
多
の
人
民
を
治
む
る
者
は
、
成
る
吋
〈
税
数
十
」
務
〈
L
、
民
を
使

ふ
に
時
を
以

τ
L
・
農
の
時
を
奪
ム
こ
芭
な
〈
、
彼
等
を
し
て
豊
年
仁
は
幾

L
み
、
凶
歳
に
も
苑
広
を
弛
か
れ

L



諭

議

「
大
事
L

に
且
は
れ
た
る
翻
梼
思
想

第
二
十
二
審

(
第
三
鵠

位時
) 

闘
の
四

か
る
如

t
な
す
べ
し
。
然
る
を
-
論
議
に
出
で
す

L
て
、
漫
h
仁
枚
数

ω自
を
養
ひ

τ、
苛
欽
諒
求
こ
れ
勉
め
し
な

る
は
、
是
れ
民

ω利
を
奪
ふ
の
最
大
な
る
も
の
に
し
て
、
難
豚
牛
羊
を
牧
畜
す
る
の
比
に
非
子
。
盗
恒
は
問
よ
h

之
れ
有
る
べ
か
ら
A
r
t
雑
も
・
之
れ
有
る
も
唯
君

ω家
ω財
を
掠
む
る
の
み
。
共
害
や
小
な
り
o

之
に
反
L
て
茨

欽
の
臣
は
、
百
姓
の
利
を
奪
ム
、
其
害
や
甚
大
な
・
9
0

瓦
彼
の
衆
飲
し
た
る
刷
用
は
、
こ
れ
持
っ
て
入
る
も
の
な
る

が
放
に
、
叉
伴
っ
て
出
づ
ア
¥
百
乗
の
家
に
し
て
緊
欽
の
臣
を
養
は
ん
か
、
其
家
を
利
す
る
に
似

τ.
官
は
暗
唱

に
之
を
巴
ぽ
す
に
歪
る
べ

L
。
且
豆
長
れ
ぎ
る
ぺ
り
ん
や
。
政
に
日
〈
岡
は
利
を
以

τ利
正
純
さ
す
、
義
を
以
て
利

E
錯
す
な
h
。

大
事
は
‘
上
掲

ω文
に
接
す
る
に
、
左

ω文
を
以

τす
。
是
れ
此
書

ω大
見
な
b
d
O

L
r
d

品

ヨ

ル

品

v

ι

E

7

9

λ

F

7

z

a

サ

J

7

長
昌
国
家
】
而
務
=
叫
刷
用
者
。
必
白
孟
小
人
-
夫
。
彼
唖
岬
v

善
砂
之
。
小
人
之
使
ν
錫
=
岡
山
品
目
。
蔀
害
並
歪
。
雌
ν
有
a

善
者
-
。
亦

加
撚

h
b之
何
回
突
。
此
戸
岡
京
a
以
砂
利
品
局
v
利
。
以
ν
義
タ
利
山
由
。

比
文
は
守
」
れ
前
文
よ
ー
り
真
に
一
歩
を
進
め
て
、
反
覆
し
て
闘
は
利
金
以

τ利
己
絡
さ
す
L
て
・
義
を
以
て
利
己
骨
岬

す
の
理
を
設
明
し
た

b
o
前
文
に
於

τは
、
大
夫
よ
り
卿
.
卿
よ
り
百
乗
の
家
に
就

τ此
理
を
説
明
し
て
殆
ん
刊
と

徐
斑
な
し
。
而
る
に
一
見
に
端
企
改
め
岡
家
に
長
た
る
者
に
就

τ論
説
す
。
其
定
や
長
〈
、
芸
品
棋
や
切
な
h
。
試
に

之
を
義
解
す
れ
ば
左
の
如

L
。

ー札、

『
同
家
的
上
位
に
在
る
入
者
が
、
義
を
後
に

L
τ
期
加
を
先
務
ご
す
る
は
、
必
千
小
人
即
も
茨
欽
の
隠
の
税
導
す



論

離

「
大
事
」
に
且
は
れ
た
る
盤
情
思
想

第
二
十
ニ
巷

都

世

主

問
。
五

る
所
ご
縛
る
な
・
9
0

彼
れ
人
君
は
小
人
を
以

τ回
聞
を
治
む
る
を
普
〈
す
ご
錯
し
て
、
之
に
園
政
を
掌
ら
し
む
れ

ば
・
綱
審
は
額
h
に
至
・
9
、
偶
々
善
人
ゐ
・
9
t
離
も
、
亦
如
何
正
も
す
る
能
は

F
る
ぺ

L
。
此
事
を
閣
は
利
を
以

て
利

t
骨
岬
吉
守
し
て
、
義
を
以

τ利
t
鋳
す
己
謂
ふ
な
・
り
」

大
事
の
書
、
巻
頭
に
大
事
の
道
は
明
徳
会
明
か
に

L
民
を
-
親
[
み
至
善
に
止
ま
る
に
在
h
t
の
文
を
提
起

L
、

容
尾
に
は
闘
は
利
を
以

τ利
ご
錫
苫
す
し
て
義
を
以
て
利
正
錯
す
ご
の
文
を
重
言
す
。
孔
子
日
(
、
羽
子
は
義
に

崎

m
b、
小
人
は
利
に
喰
る
ご
(
論
語
)
O

蓋
し
明
徳
を
明
か
す
る
所
り
君
子
は
義
に
喰
る
。
義
に
喰
る

ω君
子
は
財
を

才
2

以

τ身
を
畿
す
の
仁
者
な
ら
、
放
に
民
を
親
む
、
民
を
親
む
や
常
に
利
を
以
て
利
正
柏
崎
寺
中
し
て
、
義
を
以

τ利

ピ
柏
崎
す
ぺ

L
o
義
は
事
の
宜
し
き
な
・
9
0

則
も
至
善
に
止
ま
る
?
さ
な

h
o
大
挙
の
一
書
首
尾
相
路

L
、
謎
理
貿

過
す
る
こ
ピ
新
の
如
し
。
後
世
孟
子
、
孔
門
の
正
統
を
侍
ふ
ご
稀
せ
ら
る
。
主
(
著
孟
子
七
籍
、
大
串
の
義
合
経
明

敷
街
す
る
所
多

L
o
而
し
て
品
目
篇
首
章
、
孟
子
が
梁
恵
王

ω「
竪
不
ν
違
=
千
里
】
而
来
。
亦
勝
ν
有
z

以
利
主
ロ
同
幽
-
乎
」
の

問
に
謝
へ
て
「
王
何
必
日
砂
利
。
亦
有
坦
仁
義
-
而
己
実
』
の
言
ゐ
・
9
0

前
退
後
賢
、
其
言
ふ
所
、
恰
も
符
節
を
A
ロ
す
る

如
L
o
葦

L
皐
に
利
に
着
服
す
れ
ば
則
も
義
を
忘
れ
、
或
は
之
に
反
す

o
義
に
由
・
り
て
行
へ
ば
則
利
自
ら
之
仁
件

ふ
。
是
れ
孔
孟
の
仁
義
を
先
に
し
功
利
を
後
に
す
る
所
以
な

h
。
詞
ゆ
る
「
物
有
=
本
来
】
O

事
有
孟
一
絡
始
目
。
知
砂
防
川
a

先

後
司
則
近
v
道
央
」
ピ
は
是
な
h
J
Q


